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れも KEK 広報室と東北大の協力でなんとか間に合わせる
ことができ，欧州会場の皆さんにバトンリレーの様子を見
てもらうことができた。その後も欧州，北米と，イベント
は滞りなくすすんだようである。 

 

５ 終わりに 
ILCの TDR完成イベントを運営側の視点で書いてみた。
あまりうまくいなかったところもあり，またもう少し準備
がしておくべき部分もあったが，全体としてはまずまずで
あったと，何人かの方にお褒めの言葉をいただいた。言う
までもないが，「まずまず成功」の陰にはとても沢山の方々
の尽力がある。ひとりひとりのお名前を挙げることはでき
ないが，KEK，東京大学，東北大学，先端加速器科学技術
推進協議会の多くの関係者が多大な努力があったことを記
しておきたい。 

 ところで，ILCは昨年 12月に TDRドラフトの完成イベ
ントをおこない，本年 2月には新組織 LCCの発足のイベン
ト（これはカナダから）をおこなった。そして，今回の TDR

正式版の完成と実現へ向けた始動の催しである。ILC はイ
ベントばかりやっているという声も聞こえてきそうだ。だ
が，決してイベントを目的としてイベントをおこなってい

るわけではない。ILC を実現するためにはどのようすれば
よいか？広報では今，誰に向けて何を発信すべきか？バッ
クキャスト思考というのだろうか。このイベントも，プロ
ジェクト実現に向けたステップである。 

図� � 上）山本氏がバトンを欧州へ向けて投げる。下）欧
州会場でフォスター氏がそれ？を受け取る。�
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